






























































採用等級 採用する追加仕様

廊下 － 有効幅員780mm以上(柱箇所750mm以上) 参酌基準に準ずる 有効幅員780mm以上(柱箇所750mm以上) 有効幅員780mm以上(柱箇所750mm以上) 有効幅員850mm以上(柱箇所800mm以上)

出入口 － 有効幅員750mm以上 参酌基準に準ずる 有効幅員750mm以上 有効幅員750mm以上 有効幅員800mm以上

段差(単純段差) － 5mm以下〔定義〕 参酌基準に準ずる 5mm以下〔定義〕 5mm以下〔定義〕 5mm以下〔定義〕

段差(玄関出入口くつずり) － 外側：20mm以下 内側：5mm以下 参酌基準に準ずる 外側：20mm以下 内側：5mm以下 外側：20mm以下 内側：5mm以下 外側：20mm以下 内側：5mm以下

段差(上がり框) 等級４(RC造のみ) 110mm以下(一戸建180mm以下) 等級4への設定 高さの規定無し 110mm以下(一戸建180mm以下) 110mm以下(一戸建180mm以下)

段差(バルコニー) 等級４(RC造のみ) 180mm以下（全階） 等級４への設定 180mm以下(1階除く) 180mm以下(全階) 180mm以下(全階)

階段 等級３ － 勾配≦22/21 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R) 参酌基準に準ずる 勾配≦22/21 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R) 勾配≦6/7 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R) 勾配≦6/7 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R) 幅750mm　T≧150　R≦230踏面(T) 蹴上(R)

手すり － 階段(片側：高さ700～900)、便所、浴室、玄関、脱衣室 参酌基準に準ずる 階段(片側：高さ700～900)、便所、浴室、玄関、脱衣室 階段(片側：高さ700～900)、便所、浴室、玄関、脱衣室 階段(両側：高さ700～900)、便所、浴室、玄関、脱衣室 手すり設置

転落防止(手すり) － 転落防止のための手すり設置 参酌基準に準ずる 転落防止のための手すり設置 転落防止のための手すり設置 転落防止のための手すり設置

浴室 サイズ 一戸建(UB)1216～1616
共用住宅(UB)1216～1317

一戸建(UB)1317以上：共同住宅(UB)1216以上 UBサイズ基準範囲の設定 一戸建(UB)1317以上：共同住宅(UB)1216以上 (UB)1414以上 (UB)1414以上

出入口 － 出入口600mm以上 参酌基準に準ずる 出入口600mm以上 出入口650mm以上 出入口800mm以上

手すり 独自基準
浴槽立上り用、横手すり１本、Ｌ字型１本

浴槽またぎ部分、縦手すり21本
独自基準を設定

浴槽立上り用、横手すり２本
浴槽またぎ部分、縦手すり１本

浴槽
またぎ高さ

独自基準 400～450mm 独自基準を設定 400～450mm

出入口段差 独自基準 20mm以下 独自基準を設定 20mm以下

便所 サイズ －
長辺1300mm以上

かつ
便器と壁の距離(前方又は側方)500mm以上

参酌基準に準ずる
長辺1300mm以上

かつ
便器と壁の距離(前方又は側方)500mm以上

〔軽微な改造を前提〕
短辺1100mm以上かつ長辺1300mm以上

又は
便器と壁の距離(前方及び側方)500mm以上

短辺1300mm以上
又は

便器後方の壁から便器の先端まで
の距離に500mmを加えた値以上

プラン 独自基準 （車いす使用者対応の場合は長辺方向に引戸を設置） 基準を設定 長辺方向に引戸を設置

プラン 独自基準 出入口は、廊下又は居間から直接出入り可能なプラン
とする

基準を設定 出入口は、廊下又は居間から直接出入り可能なプランとする

手すり 独自基準 L型(600×700) 基準を設定 L型(600×700)

特定寝室 － 有効寸法9㎡以上 参酌基準に準ずる 有効寸法9㎡以上 有効寸法12㎡以上 有効寸法12㎡以上

建具取手 独自基準 大型船底引手またはユニバーサルデザイン、レバーハンドル 独自基準を設定
大型船底引手またはユニバーサルデザイン

、レバーハンドル

スイッチ 独自基準 ワイドスイッチ(明り付) 独自基準を設定 ワイドスイッチ(明り付)

建具 独自基準 建具は極力引戸 独自基準を設定 建具は極力引戸

流し台高さ 独自基準 流し台高さ H=800mm 独自基準を設定 流し台高さ H=800mm

物干し竿高さ 独自基準 物干し竿のバルコニー床面からの高さH=1700mm以内 独自基準を設定 物干し竿のバルコニー床面からの高さH=1700mm以内

緊急通報装置 独自基準

高齢化対策設定住戸については
緊急通報装置の設置(便所、浴室)

その他一般住宅については
緊急通報装置の予備配管(便所、浴室)

独自基準を設定

高齢化対策設定住戸については
緊急通報装置の設置(便所、浴室)

その他一般住宅については
緊急通報装置の予備配管(便所、浴室)

車いす使用者向 等級５ －
車いす対応住戸は上記項目に

おいて等級５を設定

緊急通報装置 独自基準 緊急通報装置の設置(便所、浴室) 独自基準を設定 緊急通報装置の設置(便所、浴室)

玄関ドア 独自基準 玄関ドア引戸(半自動) 独自基準を設定 玄関ドア引戸(半自動)

スロープ 独自基準 玄関内スロープ設置 基準を設定 玄関内スロープ設置

浴室 独自基準 浴槽のまたぎ高さH=400～450 独自基準を設定 浴槽のまたぎ高さH=400～450

独自基準 UB1616 独自基準を設定 UB1616

台所・洗面所 独自基準 車いす対応キッチン及び洗面所 独自基準を設定 車いす対応キッチン及び洗面所

廊下 建築基準法 - 建築基準法に準ずる 有効幅員1400mm以上 有効幅員1200mm以上(手すり幅未考慮) 有効幅員1200mm以上(展開スペース考慮)

廊下(手すり) 独自基準 片側に設置(設置高750～850) 独自基準を設定 片側に設置(設置高700～900) 片側に設置(設置高700～900) 片側に設置(設置高700～900) 片側に設置(設置高750～850)

スロープ 勾配 － 勾配1/12 参酌基準に準ずる 勾配1/12 勾配1/12 勾配1/12 勾配1/12

内法寸法 福まち条例 有効内法1200mm以上(階段併用900mm以上) 福まち条例に準ずる 有効内法900mm以上(階段併用900mm以上) 有効内法1200mm以上(階段併用1200mm以上) 有効内法1200mm以上(階段併用900mm以上)

スロープ(手すり) 福まち条例 片側に設置(設置高750～850) 福まち条例に準ずる 片側に設置(設置高700～900) 両側に設置(設置高700～900) 片側に設置(設置高750～850)

視覚障害者対応(スロープ) 福まち条例 点字ブロック〔福まち条例〕 福まち条例に準ずる 点字ブロック〔福まち条例〕

転落防止(手すり) － 転落防止のための手すり設置 参酌基準に準ずる 転落防止のための手すり設置 転落防止のための手すり設置 転落防止のための手すり設置

階段 幅員 建築基準法 - 建築基準法に準ずる

有効幅員1200mm以上
(床面積200㎡超)

有効幅員900mm以上
(床面積200㎡以下)

踏面 蹴上 等級３ － T≧240mm 参酌基準に準ずる T≧240mm T≧240mm T≧240mm　R≦200mm

勾配 － 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R) 参酌基準に準ずる 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R) 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R) 勾配≦7/11 550mm≦T+2R≦650mm 踏面(T) 蹴上(R)

階段（視覚障害者対応) 福まち条例 明度差対応、点字ブロック 福まち条例に準ずる 明度差対応、点字ブロック

階段（手すり) 福まち条例 片側に設置(設置高750～850) 福まち条例に準ずる 片側に設置(設置高700～900) 片側に設置(設置高700～900) 両側に設置(設置高700～900) 手すり設置 片側に設置(設置高750～850)

出入口 福まち条例 有効内法900mm以上 福まち条例に準ずる 有効内法900mm以上

設置基準 － 3階以上は設置 参酌基準に準ずる 3階以上は設置 各階設置 各階設置 〔2000㎡以上の場合も基礎的基準対応〕

人乗 － 約9人乗程度 参酌基準に準ずる 約9人乗程度 約9人乗程度 約9人乗程度 1.83㎡以上(11人乗り)

ロビー － ロビー空間(1.5m×1.5m以上) 参酌基準に準ずる ロビー空間(1.5m×1.5m以上) ロビー空間(1.5m×1.5m以上) ロビー空間(1.5m×1.5m以上) ロビー空間(1.5m×1.5m以上)

出入口幅員 － 出入口有効幅員800mm以上 参酌基準に準ずる 出入口有効幅員800mm以上 出入口有効幅員800mm以上 出入口有効幅員800mm以上 出入口有効幅員800mm

EV 奥行 福まち条例 奥行1350mm以上 福まち条例に準ずる 奥行1350mm以上 奥行1350mm以上 奥行1350mm以上

福祉対応 福まち条例 制御装置、音声案内、点字案内 福まち条例に準ずる 制御装置、音声案内、点字案内

福祉対応 福まち条例・独自基準 鏡、キックプレート、手すり 福まち条例・独自基準に準ずる 鏡、手すり キックプレート

防犯 独自基準
防犯窓(防犯指針)

外部に連絡できる装置(防犯指針)
独自基準を設定

①.住戸の玄関ドアの扉及び錠：CPマーク付き建物部品を使用
②.廊下側の窓(※a)：１以上のクレセント等(※b)、面格子の設置
③.①及び②以外の窓：１以上のクレセント等(※b)
※a(窓)：評価方法基準の「侵入が可能な規模の開口部」
※b(クレセント等)：評価方法基準の「クレセント等」

〔敷地内通路〕幅員1.2m以上
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（参考資料）「高齢者等への配慮に関する設計仕様概要表」

等級３ 等級４選定理由

９－２．高齢者等
の配慮対策等級

（共用部分）

９－１．高齢者等
の配慮対策等級

（専用部分）

等級５ 基準法
福まち条例（50戸超にて届出）
※50戸以下でも守る必要有

【基礎的基準】
大分県独自基準

大分県採用
設計基準

福まち条例については、書

ききれない項目が多くある

ので、特に注意するポイン

トのみ記載。


